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投
票
で
き
る
方

　

昭
和
62
年
7
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た

日
本
国
民
で
、
平
成
19
年
4
月
11
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
町
内
に
住
所
を
有
し
、
本

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。

　

た
だ
し
、
県
や
町
の
選
挙
の
場
合
と
異

な
り
、次
の
よ
う
な
方
も
投
票
で
き
ま
す
。

◆�

町
外
へ
の
転
出
者
で
あ
っ
て
も
、
和
木

町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
、
本
町
で
投
票
で
き
ま
す
。

◆�

他
の
市
町
村
か
ら
の
転
入
者
で
、
平
成

19
年
4
月
12
日
以
降
に
転
入
の
手
続
き

を
さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
地
で
投
票

で
き
ま
す
。（
本
町
で
は
、
投
票
で
き

ま
せ
ん
。）

◆�

修
学
の
た
め
、
町
外
の
寮
、
下
宿
等
に

居
住
し
て
い
る
学
生
生
徒
の
住
所
は
、

特
段
の
理
由
が
な
い
限
り
、
そ
の
寮
、

下
宿
等
の
所
在
地
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
た
め
、本
町
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投

票

日

時

投
票
日
▼
7
月
29
日
㈰

時　

間
▼
7
時
～
20
時

投

票

場

所

◎
和
木
第
1
投
票
所

　

体
育
セ
ン
タ
ー

◎
和
木
第
2
投
票
所

　

和
木
5
丁
目
集
会
所

◎
瀬
田
投
票
所

　

公
民
館
瀬
田
分
館

◎
関
ヶ
浜
投
票
所

　

公
民
館
関
ヶ
浜
分
館

※�

投
票
場
所
は
、
有
権
者
に
郵
送
さ
せ
て

い
た
だ
く
投
票
所
入
場
券(

は
が
き)

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

開　
　
　
　

票

　

開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
7
月
29
日
に

体
育
セ
ン
タ
ー
で
20
時
50
分
か
ら
行
う
予

定
で
す
。

選
挙
方
法
に
つ
い
て

　

参
議
院
選
挙
で
は
、
山
口
県
選
出
議
員
選

挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
2
つ
の
投

票
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
山
口
県
選
出
議
員
選
挙

　

候
補
者
名
を
記
載
し
て
投
票
し
ま
す
。

◆
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
、
ま
た

は
候
補
者
名
を
記
載
し
て
投
票
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

投
票
日
に
、
公
私
の
用
事
や
旅
行
等
で

投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

選
挙
公
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
外
の
市
町
村
に
滞
在
中
の
方

や
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
へ
入
院
、
入
所

さ
れ
て
い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
制
度
が

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

期
日
前
投
票
の
期
間

7
月
13
日
㈮
～
7
月
28
日
㈯

時　

間
▼
8
時
30
分
～
20
時

場　

所
▼
役
場
議
会
棟
1
階
委
員
会
室

持
参
す
る
も
の
▼
投
票
所
入
場
券
（
届
い

て
い
る
場
合
）

※
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
企
画
総
務
課
内
）

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
3
0
6
）

参
議
院
議
員
通
常
選
挙 

投
票
日
7
月
29
日
㈰

―
S
T
O
P
！　

選
挙
権
の
ポ
イ
捨
て
―

7
月
29
日
㈰
、
第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
将
来
と

私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
選
挙
で
す
。
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
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　○自由通路（階段幅員 2m、通路幅員 2.5m）
<駅西口>
　○エレベーター 1 基
　○男子トイレ、女子トイレ、身障者用トイレ
　○多目的室（1 階・2 階）
　○自動改札機 2 台
　○切符の発売機 1 台

<駅東口 >
　○エレベーター 1 基
　○男子トイレ、女子トイレ
　○自動改札機 1 台
　○切符の発売機 1 台

ELV

ELV

ELV

ELV女子トイレ男子トイレ

女子トイレ

男子トイレ

身障者用トイレ

自動改札

自動改札

屋根 多目的室

自
由
通
路

屋根

多目的室駅務室

広島方面→

西口

東口

←岩国方面

広島方面→←岩国方面

ELV

ELV

ELV

ELV女子トイレ男子トイレ

女子トイレ

男子トイレ

身障者用トイレ

自動改札

自動改札

屋根 多目的室

自
由
通
路

屋根

多目的室駅務室

広島方面→

西口

東口

←岩国方面

広島方面→←岩国方面

工事用仮囲い設置

町道浜開線（通行止め）

上灰場遊園地は
通り抜けできません

駅舎は、緑に良く映えるレンガ造りの役場庁舎をイメージしています。
地域住民の皆様に末永く愛されるよう落ち着きのあるレンガ調の外観としています。
また、2 階部分には和木町の町章をイメージしたガラス窓が設置されています。

駅の主要な整備概要

ＪＲ和木駅設置工事に関するお知らせ
　新駅設置工事がいよいよ着工されました。工事期間中、
周辺の皆様には大変なご不便とご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いいたします。
○規制のお願い（工事期間中）
　◆あけぼの公園……利用できません
　◆町道浜開線（駅東口の線路沿い部分）……通行止め
　◆上灰場遊園地……通り抜けできません
○施行業者　広成建設㈱
○工事に関するお問合せ
　都市建設課（☎ 52 ー 2135 内線 411・415）

JR和木駅（仮称）の詳細設計が完了しました!

駅1階平面図 駅2階平面図
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平
成
19
年
第
3
回
和
木
町
議
会
定
例
会

が
6
月
11
日
か
ら
26
日
ま
で
の
16
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
、
報
告
4
件
、
同
意
1

件
、
議
案
2
件
、
発
議
2
件
、
意
見
書
1

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
4
号　
【
承
認
】

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
5
号　
【
承
認
】

　

�

平
成
18
年
度
和
木
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
6
号　
【
承
認
】

　

�

平
成
18
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
に
つ
い
て

報
告
第
7
号　
【
承
認
】

　

�

平
成
18
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て

同
意
第
2
号　
【
承
認
】

　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

※
向
田
毅
さ
ん
を
選
任

議
案
第
29
号　
【
可
決
】

　

�

平
成
19
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

※�

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
2
1
，6
8
1
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
4
，
1
9
6
，
9
3
7
千
円
と

す
る
も
の
。

議
案
第
30
号　
【
可
決
】

　

�

町
道
宮
ノ
下
沖
新
開
線
道
路
改
良
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

発
議
第
3
号　
【
可
決
】

　

�

和
木
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

発
議
第
4
号　
【
可
決
】

　

�

中
学
校
校
舎
建
て
替
え
調
査
研
究
特
別

委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

意
見
書
案
第
2
号　
【
可
決
】

　

�

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
等
を

求
め
る
意
見
書

　

消
防
団
員
と
し
て
の
永
年
の
活
動
と
功

績
が
認
め
ら
れ
、
天
羽
正
人
さ
ん
が
日
本

消
防
協
会
長
表
彰
勤
続
章
、
三
村
芳
民
さ

ん
が
山
口
県
消
防
協
会
表
彰
功
労
章
を
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
羽
さ
ん
は
30
年
、
三
村
さ
ん
は
18
年

と
永
き
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
精
励
さ

れ
て
お
り
、
現
在
、
天
羽
さ
ん
は
和
木
町

消
防
団
副
団
長
と
し
て
、
三
村
さ
ん
は
第

1
分
団
副
分
団
長
と
し
て
町
の
消
防
・
防

災
活
動
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
二
人
と
も
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
和
木
町
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

れ
、
6
月
17
日
開
催
の
和
木
町
P
T
A
連

合
会
親
睦
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に
お
い
て

表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

後
田
さ
ん
は
、
平
成
9
年
度
か
ら
18
年

度
ま
で
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
P
T
A
の

副
会
長
、
事
務
局
長
等
を
歴
任
さ
れ
、
和

木
町
の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
や
文

化
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
、
図
書
館
や
小
学
校
で
の
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
躍
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
る
P
T
A
活
動
へ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
後
田
淳
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

の
山
口
県
P
T
A
連
合
会
表
彰
が
決
定
さ後田淳子さん

天羽正人さん三村芳民さん

平
成
19
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
審
議

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

P
T
A
活
動
の
功
績
を
讃
え
て

ま
ち
の
話
題

消
防
団
員
と
し
て
の
功
労
を
讃
え
て
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6
月
9
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
、
和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
（
山
﨑
博
司
会
長
）
主
催
で
「
第

10
回
和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
和
木
中
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
者
、

社
会
福
祉
関
係
者
、
一
般
町
民
の
方
々
な
ど

約
1
7
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
会
員
に
よ
る
舞
踊
や
カ

ラ
オ
ケ
、
手
話
合
唱
な
ど
が
披
露
さ
れ
た

ほ
か
、
午
後
か
ら
は
、
福
祉
会
館
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
カ
レ
ー
の
配

食
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
各
ボ
ラ
ン

　

民
生
児
童
委
員
活
動
強
化
週
間
中
の
5

月
18
日
、
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
吉

国
芳
夫
会
長
）
18
名
が
8
時
30
分
か
ら
10

時
ま
で
の
間
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
わ

き
あ
い
あ
い
苑
」
周
辺
の
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
い
ま
し
た
。
施
設
の
裏
側
に
は
、
多

く
の
雑
草
が
生
え
て
お
り
、
午
前
中
と
は
い

え
強
い
日
差
し
の
中
、
委
員
の
皆
さ
ん
は
丹

念
に
草
を
ぬ
い
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。
入
所
者
の
方
々
も
き
っ
と
喜
ん

で
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
内
容
の
紹
介
、
点
字

コ
ー
ナ
ー
、
生
花
、
写
真
、
図
画
、
竹
炭

な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
方
々

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

6
月
20
日
、
和
木
小
学
校
（
徳
重
修
司

校
長
4
1
7
名
）
で
、
安
全
・
安
心
な

町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、
わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
（
重
本
正
明

会
長
）
の
会
員
や
子
ど
も
の
安
全
確
保
の

た
め
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、
小
学

生
、
保
護
者
、
教
職
員
に
よ
る
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
で
は
、
日
頃
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
犯
罪
や
事
故
か
ら
守
る
た
め
見
守

り
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
紹
介
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
お
礼
と
今
後

の
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
の
お
願
い
の
気

持
ち
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護

者
を
代
表
し
、
中
礒
P
T
A
会
長
か
ら
も

感
謝
の
気
持
ち
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、子
ど
も
た
ち
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
、教
職
員
と
共
に
、

通
学
路
の
危
険
箇
所
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行

い
な
が
ら
下
校
し
ま
し
た
。

　

6
月
24
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
婦
人
会

（
西
田
敏
子
会
長
）
主
催
の
「
ふ
れ
あ
い

親
睦
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
河
村
三
恵
さ

ん
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
楽
し
み
な
が

ら
で
き
る
身
体
運
動
や
ゲ
ー
ム
、
フ
ラ

フ
ー
プ
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

西
田
会
長
は
、「
無
理
な
く
、
楽
し
く
、

ケ
ガ
の
な
い
よ
う
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
、
古
木
町
長
が

日
頃
の
婦
人
会
の
活
動
に
感
謝
す
る
と
共

に
、「
会
員
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
活
躍
し
、

楽
し
い
親
睦
会
と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

約
80
名
の
参
加
者
は
、
河
村
先
生
の
ご

指
導
の
も
と
、
笑
顔
で
楽
し
み
な
が
ら
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

手話で童話「ふるさと」を合唱

危険箇所をチェック！元気に体を動かす会員の皆さん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
の
話
題

民
生
児
童
委
員
が
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ま
ち
の
話
題

婦
人
会「
ふ
れ
あ
い
親
睦
会
」

ま
ち
の
話
題

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
会

ま
ち
の
話
題
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町職員の給与等は、町議会で審議されたうえで決められていますが、 皆さんにその現状を知っていただくため、給与等の公表を行います。

給 与 等 の 公 表
⑶その他の手当について

扶養手当 管理職手当 住宅手当 通勤手当（自家用車等の場合）

1．配偶者� 13,000円
2．扶養親族
� 1人当たり　6,000円
3．特定扶養親族加算
� 　（16歳から22歳まで）�5,000円

課長� 給料月額10%
課長補佐� 8%・7%

持家・月額2,000円
（5年経過までは3,000円）

借家
・�月額23,000円以下の場合、家

賃から12,000円を控除した額
・�月額23,000円を超える場合、

家賃から23,000円を控除した
額の1/2に11,000円を加算し
た額（支給額限度額27,000円）

� 2km～� 5km未満� 3,500円
� 5km～10km未満� 5,000円
10km～15km未満� 6,500円
15km～20km未満� 8,900円
20km～25km未満� 11,300円
25km～30km未満� 13,700円
30km以上� 16,100円

表7．級別職員数の状況について（平成19年4月1日現在）

区　分 1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級 7　級 計

標準的な
事務内容

主　　　事 主　　　事
係　　　長
主 　 　 事

課 長 補 佐
係　　　長

課　　　長 課　　　長 課　　　長

職員数（人） 0 7 32 27 2 5 0 73

構成比（%） 0 9.6 43.8 37.0 2.7 6.9 0 100

註1.和木町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
　2.職員に適用される給料表の級は、仕事の難易度や責任の度合いにより区分されています。

表�．部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在：単位　人）

区　　　　　　分
職　　　員　　　数

対前年増減数
平成19年 平成18年

一般行政部門

議 会 2 2 0
総 務 企 画 14 15 △1
税 務 6 6 0
民 生 10 11 △1
衛 生 7 7 0
農 林 水 産 1 1 0
土 木 8 8 0
小 計 48 50 △2

特別行政部門
教 育 21 21 0
小 計 21 21 0

公 営 企 業 等
会 計 部 門

水 道 1 1 0
下 水 道 1 1 0
国 保 1 1 0
介 護 2 2 0
小 計 5 5 0

合　　　　　　計 74 76 △2
註教育長を含み、臨時および非常勤職員は除く。
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表1．人件費の状況（一般会計当初予算）

区　分 人　口 歳出額A 人件費B
人件費比率
（B/A）

19年度
H19.4.1現在

6,511人
千円

4,175,256
千円

715,203
17.1%

18年度
H18.4.1現在

6,531人
千円

3,722,380
千円

732,273
19.7%

註�人件費には、特別職（町長、町議会議員、その他各種委員等）
の給与、報酬等を含みます。

表2．職員給与費の状況（一般会計当初予算）

区　分 職員数
給与費

給　料 職員手当 共済費 計

19年度 71人
千円

287,078
千円

153,582
千円

82,049
千円

522,709

表3．特別職等の報酬の状況（平成19年4月1日現在）

区　分 給料月額等 期　末　手　当

町　長 738,150円

（支給月）� （支給割合）
� 6月期� 1.60月分
12月期� 1.75期分
� � 計� 3.35月分

（職制上の加算措置有）

副町長 611,520円

収入役 567,450円

教育長 567,450円

議　長 275,500円

副議長 227,050円

委員長 209,950円

議　員 205,200円

表4．職員の初任給の状況（平成19年4月1日現在）

区　分 和木町 国の制度

高校卒 138,400円 138,400円

大学卒 170,200円 170,200円

註経験年数加算制度有

表5．職員の平均給料月額および平均年齢の状況
� （平成19年4月1日）

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

和木町 339,470円 374,765円 42.1歳

国 346,508円 400,685円 41.2歳

註�平均給与月額は、平均給料月額に管理職手当、扶養手当、通
勤手当、住居手当、時間外手当、特殊勤務手当等を加えたも
のです。

　国とは、国家公務員の統計で、平成18年4月1日現在の数値です。

表6．職員手当の支給状況について
� （平成19年4月1日現在）

和木町
（平成19年度支給割合）

国
（平成19年支給割合）

期末手当　勤勉手当
� 6月期　1.40月分　0.725月分
12月期　1.60月分　0.725月分
� � 計　　3.00月分　1.45� 月分

期末手当　勤勉手当
� 6月期　1.40月分　0.725月分
12月期　1.60月分　0.725月分
� � 計　　3.00月分　1.45� 月分

職制上の加算措置有 職制上の加算措置有

⑵時間外手当について
1．平日の時間外手当（1時間当たりの単価×125/100）
　深夜勤務（22時～5時）の場合25/100を加算
2．休日の時間外手当（1時間当たりの単価×135/100）
　註�管理職手当が支給される職員に対しては、時間外手当は、

支給されません。

町職員の給与等は、町議会で審議されたうえで決められていますが、 皆さんにその現状を知っていただくため、給与等の公表を行います。

給 与 等 の 公 表
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国民健康保険料の決まり方
皆さんの国保料は、次の計算式をもとに決まります。
所得割額 ▼加入者の所得に応じて計算されます。
均等割額 ▼加入者1人につき30,000円。（介護分は11,800円）
平等割額 ▼1世帯当たり25,000円。（介護分は6,600円）
また、40歳から64歳の方は、介護分の保険料も合わせて賦課されるので、国保料
は年齢に応じて次のようになります。

40歳未満の方

国民健康保険料=医療分
※介護分の負担はありません。

40歳から64歳の方
介護保険の第2号被保険者

国民健康保険料
=医療分+介護分（合わせて納付）

※�同じ世帯で40歳から64歳以外
の方は介護分の負担はありま
せん。

年度の途中で40歳になるとき
　介護保険に加入する資格がで
きる40歳の誕生日の月（誕生日
が1日の方はその前月）から介護
分を納めます。
　また、月割りで計算した介護
分と医療分を合わせた新しい保
険料額を、改めて納付書でお知
らせします。

65歳以上の方
介護保険の第1号被保険者

医療分=国民健康保険料
介護分=介護保険料
※介護保険料は、老齢（退職）年金
等が年額18万円（月額15,000円）
以上の方は年金から天引きされ、
それ以外の方は別に納付書で納
めます。

年度の途中で65歳になるとき
　介護保険の第1号被保険者にな
る65歳の誕生日の次の月（誕生
日が1日の方はその月）から、介
護保険料の納付方法が変わりま
す。第2号被保険者としての介護
分の保険料は1年間で按分して計
算していますので、二重払いに
はなりません。

※国保加入の届出が遅れても、資格を得た月までさかのぼって納めることになりますので ､ ご注意ください。

医
療
分

所得割　総所得金額− 33 万円（　　　　　）円×料率（　　7.8　　）%=①� 円

均等割　一人当たり（� 30,000�）円×世帯の加入数（� ）人 =②� 円

平等割　一世帯当たり　③� 25,000 円
① + ② + ③ = 医療分　

介
護
分

所得割　総所得金額− 33 万円（　　　　　）円×料率（　　2.0　　）%=①� 円

均等割　一人当たり（� 11,800�）円×世帯の加入数（� ）人 =②� 円

平等割　一世帯当たり　③� 6,600 円
① + ② + ③ = 介護分　　

医療分 介護分 年間保険料額
円円円 + =

※保険料の上限額（賦課限度額）は医療分56万円、介護分9万円です。

知って
おこう!

保険料を納めるのは世帯主
　世帯内に国保の加入者がいれ
ば、世帯主が国保の加入者であ
るなしにかかわらず、保険料を
納めるのは世帯主です。（保険料
が賦課されるのは加入者分のみ
です。）
　ただし、届出により条件を満
たせば、国保制度上の世帯主を
変更できます。
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公的年金等控除の見直しに伴い、国民健康保険料の負担が増加する高齢者に配慮するため、
次の措置が講じられます。
　平成17年1月1日現在65歳以上であった方は、国民健康保険料所得割額の算定基礎から7万円が控除されます。

○経過措置期間中の保険料所得割算定方法（年金収入のみの場合）
年金収入 �−� 公的年金等控除 �−� 公的年金等特別控除 �−� 基礎控除33万円 �＝ 算定基礎

○経過措置期間中の軽減判定所得算定方法（年金収入のみの場合）
年金収入 �−� 公的年金等控除 �−� 特別控除（15万円）�−� 公的年金等特別控除 �＝ 軽減判定所得

保険料の軽減
世帯の前年中の合計所得金額が下記の基準額を超えない場合、均等割、平等割の金額が軽減されます。
軽減割合 軽 減 対 象 世 帯

7割 33万円以下の世帯
5割 33万円＋（24万5千円×世帯主以外の被保険者数）以下の世帯
2割 33万円＋（35万円×世帯に属する被保険者数）以下の世帯

※�軽減判定所得は、4月1日現在の国保加入者全員の総所得金額です。ただし、擬制世帯主（世帯主が他の社会保
険等）の所得を含めます。

注低所得者の世帯であっても、世帯全員の所得の申告がないと軽減措置はできませんのでご注意ください。
2割軽減については、申請期限（8月20日）までに申請書を提出しないと軽減を受けることができません。期限
までに必ず申請してください。
問合せ ▼税務課（☎52−2135内線203）

　被保険者・年金受給者の皆さまに対しましては、年金記録をめぐる問題について大変ご迷惑をおかけしてお

ります。心よりお詫び申し上げます。

◆基礎年金番号にまだ統合されていない年金記録も、大切に保管しています

　平成 9 年の基礎年金番号の導入以前には、転職や転居等により、お 1 人が複数の年金番号を持つ場合も

生じていましたが、1 人 1 番号の基礎年金番号を用いて、年金記録の確認を簡易・迅速に行えるようにしました。

これまで、記録を結びつけるための照会を全被保険者に行い、また、年金請求時にもご本人に確認してきま

したが、まだ約 5,000 万件（平成 18 年 6 月）の記録が、基礎年金番号に結びつけられていません。この

未統合の記録は大切に保管さていますが、そのままでは年金支給に結びつかなくなる恐れがあります。

◆年金記録問題への新対応策を進めます

　被保険者・年金受給者の皆さまには、基礎年金番号に結び付けられている加入履歴を順次送付します。疑

問があれば、下記までお問合せください。

　5,000 万件の記録を、被保険者・年金受給者の記録と、突き合わせ、未統合の記録がある可能性のある

方には、お知らせします。社会保険庁や市町村に記録がない場合には、領収証等の証拠がなくても、銀行通

帳の出金記録、元雇用主の証言などを根拠として、第三者委員会で判断してもらう仕組みを作ります。

　5 年の時効を超えた場合でも、全額お支払できるようにする特別立法が国会に提出されています。

　問合せ ▼年金ダイヤル（☎ 0570－05－1165）  　フリーダイヤル（☎ 0120－657830）

厚生労働省・社会保険庁からのお願い
あなたの年金記録をもう一度確認させてください

�



生
活
能
力
は
健
康
の
知
恵

　

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
子
ど
も
達
は
そ
れ

を
楽
し
み
に
、
学
期
末
に
向
か
っ
て
努
力

し
て
い
る
頃
で
し
ょ
う
か
。
長
期
に
わ
た

る
休
暇
で
こ
そ
取
り
組
め
る
こ
と
も
あ
る

反
面
、
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
や
す
く
体
調

不
良
の
ま
ま
、
な
ん
と
な
く
日
々
を
過
ご

し
か
ね
な
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
夏
休

み
を
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
で
埋
め
尽
く
す

こ
と
は
、
親
に
と
っ
て
も
無
理
を
生
じ
ま

す
。
で
き
れ
ば
子
ど
も
の
生
活
能
力
を
伸

ば
す
た
め
の
、
お
手
伝
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
月

間
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
の
食
事
や
健
康
管
理
を
親
や
周

り
の
人
が
考
え
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
大

切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
親
た
ち
を
手
本

に
子
ど
も
た
ち
自
身
、
少
し
ず
つ
自
立

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
家
事

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
出
か
け

で
は
味
わ
え
な
い
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
、
自
信
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
食
文
化
や
健
康
の
知
恵
を
受

け
継
ぐ
、
よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

ク
イ
ズ
番
組
で
料
理
に
ま
つ
わ
る
言
葉

が
、
ど
ん
な
内
容
を
示
し
て
い
る
の
か
問

題
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
ね
。｢

お
米
を
研
ぐ｣

「
び
っ
く
り
水
」

｢

か
く
し
包
丁｣

な
ど
、
経
験
が
な
い
と

わ
か
ら
な
い
料
理
特
有
の
言
葉
で
す
。
出

演
者
が
思
う
ま
ま
に
実
演
す
る
と
、
正
解

禁煙チャレンジマラソン
　今こそチャンス!ひとりではなかなかやめられないという方も、
この機会に仲間とともにチャレンジしましょう。 仲間は多い方が
心強いので、岩国市と合同で実施します。
期　間 ▼7月30日㈪～ 10月4日㈭
《団結式》
日　時 ▼7月23日㈪18時～ 19時30分　
場　所 ▼岩国市保健センター　1階ホール
内　容 ▼たばこ検査、座談会　※家族や友人も一緒にどうぞ

《解散式》
日　時 ▼ 10月12日㈮18時～ 19時30分
場　所 ▼岩国市保健センター　1階ホール
内　容 ▼たばこ検査、座談会

　 禁煙チャレンジ期間をふりかえり、感想や体験談をみんなで共
有しながら、これからの目標をたてましょう!

対象者 ▼和木町民または和木町内に勤務している方
内　容 ▼①一般サポートコース
 　電話、FAX、メールによる定期アドバイス
 ②医療サポートコース
 　 定期アドバイス及び医療機関で診療(禁煙指導)とニコ

チンパッチ等の処方を受ける。
費　用 ▼無料(診療に係る経費は自己負担)
申込み ▼ 7月20日㈮までに保健相談センターへ。
問合せ ▼保健相談センター (☎52－7290)

と
は
ほ
ど
遠
い
動
き
を
し
て
し
ま
う
人
も

い
て
、
笑
い
を
取
っ
て
い
る
場
面
が
流
れ

ま
す
ね
。
食
文
化
と
し
て
受
け
継
が
れ
て

き
た
言
葉
も
会
話
に
の
せ
つ
つ
、「
素
麺

を
ゆ
が
く
か
ら
、
び
っ
く
り
水
を
入
れ
て

ね
。」
と
子
ど
も
に
役
割
を
ふ
り
、
実
際

に
沸
騰
が
収
ま
る
様
子
を
見
せ
て
い
く
な

ど
、
簡
単
な
こ
と
で
い
い
の
で
す
。
ゆ
が

い
た
素
麺
を
水
に
さ
ら
し
て
、
麺
が
絡
ま

ず
に
取
り
や
す
い
盛
り
付
け
な
ど
を
、
子

ど
も
に
工
夫
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
食
事
や
健
康
の

こ
と
を
、
あ
る
程
度
管
理
で
き
る
よ
う
に

な
る
に
は
生
活
能
力
の
向
上
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
読
み
書
き
な
ど
の
学
習
も
、
声

に
出
し
て
の
音
読
や
書
き
取
り
な
ど
体
を

使
っ
て
こ
そ
身
に
つ
く
も
の
で
す
。
料
理

に
限
ら
ず
、
家
事
に
は
好
奇
心
を
く
す
ぐ

る
事
柄
が
多
い
も
の
で
す
。
家
事
を
経
験

す
る
こ
と
で
、
健
康
に
か
か
わ
る
知
識
や

能
力
は
向
上
し
ま
す
。

　

た
だ
し
日
々
家
事
を
担
う
主
婦
に
と
っ

て
は
、
終
わ
り
の
な
い
作
業
に
し
か
思
え

な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
が
。
男
性
や

高
齢
者
も
「
家
の
仕
事
」
に
か
か
わ
る

と
、
健
康
度
が
向
上
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
や
ろ
う
と
思
え
ば
毎
日
取
り
組
め
る

の
が
、
家
事
の
利
点
だ
と
い
え
ま
す
。
忙

し
い
毎
日
、
家
族
で
家
事
を
役
割
分
担
す

る
こ
と
で
負
担
は
小
さ
く
、
健
康
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

離乳食教室
　6月14日保健相談センターに
て離乳食教室を開催し、4組の
赤ちゃんとお母さんが参加され
ました。離乳食についての話、
大人のメニューから取り分けで
きる離乳食を作りました。自
由にゆったりと、お母さん同士
で情報交換できる場でもありま
す。
　次回は10月11日㈭の予定で
す。ご参加お待ちしています!

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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絹ごし豆腐�................ 1丁
枝豆�........................100ｇ
粉寒天�........................4g
　水�.................... 1カップ
　薄口しょうゆ�................
　�................大さじ2+1/2

　水�.................... 1カップ
　薄口しょうゆ�................
　�.....................大さじ1弱
　水溶き片栗粉�..小さじ2
おろし生姜�.............. 適宜ⓐ

ⓑ

健 康 カ レ ン ダ ー（7月16日～�月15日）
月　日（曜） 行　　事 対　　　象 受付時間 場　　所
7月18日㈬ キッズきっちん① 小学校３・４年生 13：30～16：30

保 セ�� 　19日㈭ 幼児食教室 １歳半～３歳児とその保護者の方 10：00～13：30
プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00

� 　23日㈪ 健康相談 一般の方 � 9：30～10：00 体 育 セ ン タ ー
� 　24日㈫ 健康相談（糖尿病） 健診で血糖が高めの方 � 9：00～11：30

保 セ� 　26日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00
育児相談 乳幼児とその保護者の方 13：30～14：30

8月� 2日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00
� 　� 3日㈮ キッズきっちん② 小学校３・４年生 � 9：30～13：00
� 　� 6日㈪ 健康相談 一般の方 10：00～10：30 関 ヶ 浜 分 館
� 　� 7日㈫ 健康相談（骨粗鬆症） 健診で骨密度が低めの方 � 9：00～11：30 保 セ
� 　� 8日㈬ 健康相談 一般の方 � 9：30～10：00 体 育 セ ン タ ー
� 　� 9日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00 保 セ

保セ・・・保健相談センター

母推ニュース食推さんのおすすめメニュー

●作り方

　夏の暑い日にさっぱりといただけるのではないかと思い
ます。 （食推3班　岡本　満子）

①豆腐…水気を切り裏ごす。
枝豆… 塩茹でして皮を剥き、細か

く刻む。
②�鍋にⓐを入れて日にかけ、粉寒天

を振りながら加える。１～２分ほど
煮立たせて粗熱を取り、①と混ぜ
合わせる。
③�濡らした流し箱に②を流し込み、

冷蔵庫で冷やし固め、切り分けて
器に盛る。
④�鍋にⓑを入れて一煮立ちさせて

冷まし、③にかける。お好みでおろ
し生姜を飾る。

（材料4人分）寒天豆腐

幼

児

食

教

室

　

お
子
様
の
食
事
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
?

日　

時
▼�

7
月
19
日
㈭
10
時
～
13
時
30
分

場　

所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

内　

容
▼�

幼
児
の
食
事
に
つ
い
て
の
話
お

よ
び
情
報
交
換
、
調
理
実
習

対
象
者
▼�

1
歳
半
～
3
歳
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者

定　

員
▼�

10
組

※�

定
員
に
な
り
次
第
申
込
み
を
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す

参
加
費
▼
材
料
費
実
費（
4
0
0
円
程
度
）

持
っ
て
く
る
も
の
▼

�

母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
タ
オ
ル
、

ふ
き
ん
、
米
0.５
合
、
幼
児
用
の
ス
プ
ー
ン
、

お
箸
、エ
プ
ロ
ン
等
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
み
▼�

7
月
13
日
㈮
ま
で
に
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー
へ
。

問
合
せ
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
52

－

7
2
9
0
）

※�

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
が
あ
る
場
合
は
、
申

込
み
の
際
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　私たち母子保健推進員は、4 月から新メンバー

9 名で“はじめの一歩”を踏み出しました。6 月

からは子育て支援センターの発育測定の日や保健

相談センターの育児相談にお邪魔しています。あ

んなことやこんなこと、いろんなことをたくさんお

話しましょう。よろしくお願いします !

問合せ ▼協議会事務局

　　　　保健相談センター（☎ 52 － 7290）

ⓐ
粉寒天

豆腐
枝豆

30分位
おろし生姜

⇨
⇨

⇨

⇨

冷ました
ⓑ
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図 書 館 か ら の お 知 ら せ
絵本の読みきかせ
日　時▶7月21日㈯
　　　　10時30分～11時
　　　　おはなし会サークル
　　　　「ゆびとま」
　　　　15時～15時30分
　　　　おはなし会
　　　　「ぴのきお」
対象者▶幼児・小学生
場　所▶図書館絵本のコーナー
問合せ▶図書館（☎54−0222）

課題・指定図書の貸出をはじめ
ます
貸出中の資料は予約できます
� 〈２冊まで〉
予約した本が返ってきたら電話連絡
します
予約がたくさん入っている本は、夏休
み中に借りることができない場合もあ
るので注意してください
おはやめにどうぞ

図書館の資料の検索・予約が
家庭のパソコンからできます。
アドレス:
http://www.waki-toshokan.jp/
�（予約にはパスワードが必要です。
図書館窓口にて申請してください。）

〈CD〉
☆ズッコケ大脱走/関ジャニ∞（エイト）
☆Come�on�satand�up!/長渕剛
☆Coyote/佐野元春
☆WAO/オレスカバンド
☆run/TULIP
☆ロスト・ハイウェイ/ボン・ジョヴィ

〈DVD〉
☆綾小路きみまろ爆笑!エキサイトライブビデオ
☆綾小路きみまろ爆笑!エキサイトライブビデオ第2集

〈一般書〉
『夜明けの街で』� 東野圭吾著
『きのうの世界』� 恩田陸著
『六月の桜　伊集院大介の鎮魂歌』� 栗本薫著
『小美代姐さん愛縁奇縁』� 群ようこ著
『午前零時』� 石田衣良他著
『愛情物語』� 花村萬月著
『独り群せず』� 北方謙三著
『ランナー』� あさのあつこ著

『ドッグ・ウォーカー』� アーサー・ブラッドフォード著
『あなたの家族が病気になったときに読む本
　統合失調症』� 三浦勇太監修　谷田部佳代弥監修

〈児童書・絵本〉
『ディック・ウイッティントンとねこ』
� マーシャ・ブラウン著　松岡享子訳

『ポータブル・ゴースト』
� マーガレット・マーヒー著　幾島幸子訳

『とんかちくんとのこぎりくん』
� 中川ひろたか作　渡辺有一絵

『みーんな、かめ』� ふくだとしお作　ふくだあつこ絵
『ぼくのウサギ』� Y・ヤハテンベルフ作　野坂悦子訳
『もりのびょういん』� 加藤チャコ絵　渡辺鉄太訳
『アキンボとライオン』� A・M・スミス作　もりうちすみこ訳
『モーツァルトくん、あ・そ・ぼ!』
� ピーター・シス作・絵　きむらみか訳

『虫のこどもたち』� 新開孝写真・文
『もりのくうちゅうさんぽ　あまがえるりょこうしゃ』
� 松岡たつひで作・絵

図書
館行
事案内＆新着CD・図書利用者
カードを

もって図書館へお越しください。
ホームページアドレス

問合せ ： ＴＥＬ　５４－０２２２　　ＦＡＸ　５４－０２７８

7月の休館日　2日㈪・9日㈪・16日㈷・23日㈪･30日㈪
http://www.waki-toshokan.jp/
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町
子
連
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修

　

和
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

（
吉
田
浅
美
会
長
）
で
は
、
小
学
校
6
年

生
の
児
童
を
対
象
に
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

心
構
え
を
調
理
実
習
、
バ
ル
ー
ン
創
作
等

の
研
修
を
通
し
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

特
に
今
年
度
は
K
Y
T
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
（
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
の
小

倉
常
雄
さ
ん
に
よ
る
「
安
全
な
生
活
を
送

る
た
め
に
」と
題
し
て
の
講
義
が
行
わ
れ
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
役
立
つ
事
故
防
止

の
実
践
方
法
を
具
体
的
に
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

調
理
実
習
で
は
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
（
向
田
登
美
子
会
長
）
の
み
な
さ

ん
か
ら
ご
指
導
を
受
け
、
5
品
の
料
理
が

で
き
一
緒
に
昼
食
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
バ
ル
ー
ン
創
作
で
は
、
吉
田

会
長
が
講
師
を
務
め
、
参
加
者
全
員
が
思

い
思
い
の
作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

第
一
回
社
会
教
育
委
員
会
議

地
域
家
庭
教
育
推
進
協
議
会

　

6
月
15
日
、
第
一
回
社
会
教
育
委
員
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
河
村
忠
昭
教
育

長
が
挨
拶
さ
れ
、「
社
会
環
境
の
大
き
く

変
化
す
る
な
か
多
く
の
方
が
ス
ト
レ
ス
を

か
か
え
精
神
疾
患
を
発
症
し
、
な
か
に
は

死
を
選
択
す
る
方
も
お
ら
れ
る
。
ま
た
、

家
庭
内
で
も
様
々
な
事
件
か
発
生
し
て
お

り
憂
慮
す
る
次
代
を
迎
え
か
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
社
会
教
育
の
果
た
す
役

割
は
大
き
く
、
地
域
住
人
の
要
望
に
応
え

る
よ
う
な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
各
主
管
か
ら
今
年
度
の
運
営
方
針
や

行
事
予
定
に
つ
い
て
の
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
本
年
度
役
員
お
よ
び
委
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ド
ン
グ
リ
を
集
め
て
ク
マ
の

保
護
に
ご
協
力
を
!

　

み
な
さ
ん
は
「
ド
ン
グ
リ
給
食
」
っ
て

ご
存
じ
で
す
か
?
こ
れ
は
、
自
然
保
護
の

た
め
に
空
腹
の
ク
マ
を
集
落
へ
寄
せ
付
け

な
い
た
め
の
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
ク
マ
は
餌
に
な
る
木
の

実
が
豊
作
の
年
は
、
人
里
へ
の
出
没
は
少

な
く
そ
の
反
対
の
年
は
多
く
な
り
、
捕
殺

さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に

ク
マ
の
大
量
出
没
が
問
題
に
な
っ
た
04
年

度
に
は
、
山
口
・
広
島
・
島
根
の
3
県
で

2
3
2
頭
が
捕
殺
さ
れ
、
27
頭
の
み
山
に

放
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
厳
し
い
自
然
環
境

の
な
か
で
生
き
る
ク
マ
と
の
共
生
の
た
め

に
ド
ン
グ
リ
集
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

集
め
た
ド
ン
グ
リ
は
教
育
委
員
会
窓
口
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

議　

長　
　

岡
本　

勝
之

副
議
長　
　

西
田　

敏
子

委　

員

　

栗
森　

直
美　
　

中
村　

充
子

　

徳
重　

修
司　
　

藤
邉　

健
次

　

中
野
さ
つ
き　
　

石
角　

仁
士

　

中
礒　

利
博　
　

元
浄　

公
昭

　

吉
田　

浅
美　
　

重
本　

正
明

　

沖　
　

道
明　
　

上
岡　

宗
三

　

石
川　

康
博　
　
　

 

【
敬
称
略
】

和木町から３団体３個人が受賞
～岩国地域集団指導者研修会～

　6 月 2 日、由宇文化会館で、岩国地域子ど
も会集団指導者研修会が開催され、和木町か
ら各単位子ども会の育成者など 25 名が参加
しました。
　「遊び名人になろう」と題したワークショッ
プでは、紙ヒコーキやコマなどを作り、遊び
を通して「人の話を聞く、見て工夫する」こ
とを学び、「お～ ! やった～ !」の感動体験を
させることが、育成者に必要な指導力であり、
子どもたちのコミュニケーション能力を高める
ことになると学びました。
　また、この研修会に先立ち、永年子ども会
活動にご尽力された方々及び活動が優秀な団
体に対し、表彰が行なわれました。

○個人の部【敬称略】
　　尾山　信雄
　　手島紀代乃
　　嘉屋真奈美

○団体の部
　　関ヶ浜子ども会
　　中組子ども会
　　沖灰場子ども会

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！ “

じ

ぶん
”輝く生涯学習

生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

社会きょういくコーナー
社会教育広報通算352号

わき あい愛
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小・中学生券　￥1,000（前売のみ）

車両通行禁止時間帯は、車の出入は
できませんので、ご了承ください。
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小瀬川ダム見学会
　「森と湖に親しむ旬間」に合わせ、今年も小瀬
川ダムで見学会を開催します。普段見ることの出
来ないダム施設を見学することが出来ます。
　◦ダムの役割を詳しく知りたい。
　◦ダムの中はどうなっているの?
　◦ダムで働く人はどんな仕事をしているの?
　ダムに興味のある方、ない方、疑問・質問のあ
る方、この機会に是非お越し下さい。
日　時 ▼ ��7月21日㈯～ 27日㈮土日を含む毎日

 10時～ 16時( ただし、トンネル見学は
11時、14時の2回)

場　所 ▼広島県廿日市市浅原　小瀬川ダム

 小瀬川ダムの機械室・トンネル
 ( トンネル内には急な階段があり、滑りや

すいので歩きやすい履物で参加してく
ださい。)

問合せ ▼小瀬川ダム管理事務所

　　　　　　　(☎56－0321)

はっちの家イベント情報
七夕まつり（浴衣まつり）

日　時 ▼7月7日㈯19時～ 21時
場　所 ▼蜂ヶ峯総合公園『はっちの家』周辺
内　容 ▼夜店（ヨーヨーすくい・金魚すくい等）
※浴衣・甚平で来られた方100名に限り、粗品
を進呈!!

夏のビアパーティー
～〝好評〟につき2回開催 ～

日　時 ▼

<第1回>
　7月28日㈯19時～ 21時
　　『HANGOVERS』演奏あり（第1回のみ）
<第2回>
　8月3日㈮19時～ 21時
場　所 ▼蜂ヶ峯総合公園『はっちの家』
　※前売りチケット制（チケット1,500円）
　　 詳細については、商工会までお問合せくだ

さい。
問合せ ▼商工会（☎53－2066）

「朝市」開催！
日　時 ▼7月10日㈫9時～
場　所 ▼コミュニティーセンター前駐車場
内　容 ▼  新鮮な野菜の販売です。皆さんのお越

しをお待ちしておりますのでどうぞご
利用ください。

実施団体 ▼ �和木町生活改善実行グループ連絡協
議会

問合せ ▼住民サービス課
(☎52－2135内線205)

陶芸教室（１日体験コース）参加者募集
　小学生をお持ちのひとり親世帯(母子世帯、

父子世帯とも可)を対象に、和木町母子寡婦福

祉会が開催します。親子で夏休みの思い出にな

る作品を作ってみませんか。　参加ご希望の方

は、親子で申し込んでください。

日　時 ▼7月31日㈫9時～ 11時

会　場 ▼やきもの工房(現地集合)

 瀬田2丁目7-7

講　師 ▼宮本健吾先生

参加費 ▼300円/人(当日徴収)

申込先 ▼社会福祉協議会(☎52－8644)

※ 先着10組(20名程度)で締め切らせていただ

きます。

「クリーン小瀬川」河川一斉清掃！
　毎年、国や自治体と共に、小瀬川沿いの自治

会、老人会、子ども会など、皆さんのボランティ

アにより、空き缶やゴミで汚れた小瀬川を清掃

する運動が行われています。

　今年は、7月29日㈰に開催されます。一人ひ

とりの力を集めて、美しい小瀬川を大切に守っ

ていきましょう。

問合せ ▼国土交通省小瀬川出張所

(☎52－2245)

　今回の陶芸教室にかかわらず、母子福祉

に関するお尋ねなどがありましたら、お気軽

にご相談ください。

和木町母子寡婦福祉会　会長　灰岡美穂子
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プールの利用方法、日程について
開 放 日 ▼7月21日㈯～ 8月29日㈬
利用時間 ▼10時～ 12時　13時～ 17時
※ 8月14日㈫、15日㈬、16日㈭の3日間は利用で

きません。
●幼児プール
　注意事項 ▼幼児が利用する場合、その兄弟姉
妹（小学校2年生まで）の同伴入場は可能です。
※ 利用される場合は、必ず幼児、児童本人の保

護者が同伴し、自分の子供は各自で責任をもっ
て管理・監督してください。

※ 利用の際は、水泳帽を必ず着用してください。
また、ゴーグル、浮き輪の使用は可能です。

（ビーチボール・風呂用浮輪の使用は不可）
●瀬田・関ヶ浜河川プール
※悪天候の場合、使用を中止する場合があります。
●中学校プール（一般開放）
　 事前の申込みは不要ですが、利用の際はプー

ル入り口で受け付けをしてください。
　対象者 ▼小学校3年生～一般
※ 小学生については、保護者同伴が必要です。

保護者同伴でない場合は入場できませんので
ご注意ください。

※ 小学生の利用は、必ず児童本人の保護者が同
伴し、一緒に遊泳してください。遊泳できない
場合は利用をお断りします。自分の子供は各自
で責任を持って管理監督してください。

※ 利用の際は、水泳帽を必ず着用してください。
また、ゴーグル、浮き輪の使用は可能です。

（ビーチボールの使用は不可）
●その他の注意事項
※各プールでの「飛び込み」は一切禁止です。
※ 幼児等で「おむつ」がはずれていない場合は、

利用できません。
※ 利用上の約束事がお守りいただけない場合に

は、利用を制限させていただきます。皆様のご
理解とご協力をお願いします。

※悪天候の場合、利用を中止する場合があります。
●問合せ ▼体育センター（☎52－2811）

テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会
の
ご
案
内

　

こ
の
機
会
に
参
加
し
て
、
テ
ニ
ス
を
楽

し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
か
?

※�

公
認
指
導
員
が
丁
寧
に
指
導
致
し
ま
す
。

日　

時
▼
7
月
16
日
㈪
か
ら
6
回
コ
ー
ス

　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
。
雨
天
順
延
）

　
　
　
　

18
時
50
分
集
合　

19
時
～
21
時

場　

所
▼
町
民
庭
球
場

受
講
料
▼
2
，
0
0
0
円

定　

員
▼
先
着
20
名

締
切
り
▼
7
月
14
日
㈯

申
込
み
▼�

体
育
セ
ン
タ
ー
に
会
費
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
小
倉
常
雄

　
（
☎
53

－

3
2
5
9　

自
宅
）

　
（
☎
53

－

9
5
0
0
内
線
5
3
4
8
）

和
木
町
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日　

時
▼
6
月
2
日

場　

所
▼
町
民
庭
球
場

結　

果
▼
（
敬
称
略
）

〈
男
子
の
部
〉

優　

勝　

向
井
一
雄
・
石
井
康
弘　

ペ
ア

準
優
勝　

池
田
尚
之
・
谷　

耕
一　

ペ
ア

第
3
位　

河
本
悠
希
・
木
本
卓
也　

ペ
ア

第
3
位　

杉
山
幸
久
・
塩
田
司
郎　

ペ
ア

〈
女
子
の
部
〉

優　

勝　

吉
岡
清
子
・
松
本
明
子　

ペ
ア

準
優
勝　

北
林
美
佳
・
畠
中
幸
子　

ペ
ア

第
3
位　

岡
部
杏
奈
・
畑
賀
千
咲　

ペ
ア

第
3
位　

清
水
加
奈
子
・
吉
田
早
織　

ペ
ア

和
木
町
近
郊
春
季

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

6
月
3
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
和
木
町

近
郊
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
体
育
協

会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
主
催
で
開
催
さ
れ
、

1
1
0
名
の
参
加
者
で
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
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道路改良工事のお知らせ
　町道宮ノ下沖新開線において道路改良工事を行います。排水性アスファルト舗装に改良する工事で、石油
貯蔵施設立地対策等補助金で行われます。
　工事期間中は、片側交互通行や通行止め等でご不便やご迷惑をおかけするかと思いますが、ご理解とご協
力をお願いします。
工事場所 ▼和木1 ～ 4丁目地内（下図参照)　 　 　工事区間 ▼ L=971.5m
工事期間 ▼平成19年7月～平成20年3月　　　　　施工業者 ▼㈱和木商事
問 合 せ ▼都市建設課（☎52－2135内線415)

飼犬・飼ねこ引取り有料化のお知らせ
　やむを得ない事情により飼えなくなった犬・ね
こについては、日時等を指定して、町又は健康福
祉センター（保健所）が引き取りしていますが、
平成19年10月から、飼主の方からの犬・ねこの
引き取りは、手数料が必要となります。
　（引取り手数料額）
 生後90日を超える犬・ねこ
  1頭（匹）につき　2,000円
 生後90日以内の子犬・子ねこ
  1頭（匹）につき　  400円

○　 犬やねこなどのペットは大切な家族の一員で
す。

○　 動物の習性を理解し、終生愛情を持って飼
育するようにしましょう。

○　 どうしても飼い続けることができない場合は、
新しい飼主を探しましょう。

○　 繁殖を望まない場合は、不妊手術などの繁
殖制限を考えてください。

○　 動物の遺棄は、法律で禁止されています。
　　（ 動物の愛護及び管理に関する法律:罰金50

万円）

お問合せ ▼

　住民サービス課（☎52－2135内線205）
　岩国健康福祉センター（☎29－1527）

ペットは責任を持って最後まで飼いましょう!

住宅建設資金利子補給制度
　この制度は、和木町内において良質な住宅の

建設の促進を図るため、町内に住宅を新築した

方、または町内に建設された新築住宅を購入し

た方で、その資金を金融機関等から借り入れた

方に対して、その借入額に対する利子の一部ま

たは全部について、町が補助する制度です。

対象となる新築住宅の基準 ▼

　人の居住用床面積が60㎡以上あること。

補助額及び補助期間 ▼

　新築住宅の建設または購入に要した費用に対

する償還金のうち、利子に相当する額（年額上

限60,000円）を居住を開始した月から60 ヶ月

間補助します。

申請方法 ▼
　居住開始から2 ヶ月以内に、必要書類を添え

て役場都市建設課に申請して下さい。

申込み・問合せ ▼
　都市建設課（☎52－2135内線412）
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行

政

相

談

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
7
月
19
日
㈭

場　

所
▼
町
民
相
談
室

�

（
☎
52

－

1
6
1
6
）

心
配
ご
と
相
談

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
☎
52

－

8
6
4
4
）

精
神
保
健
相
談

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
～
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場　

所
▼�

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
29

－

1
5
2
5
）

各

種

相

談

法
的
な
相
談
は
法
テ
ラ
ス
へ

　

身
近
な
法
的
ト
ラ
ブ
ル
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

解
決
に
役
立
つ
法
制
度
や
、
適
切
な
相

談
機
関
の
情
報
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
▼

�

法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
）

�

（
☎
0
5
7
0

－

0
7
8
3
7
4
）

平
日
9
時
～
21
時
・
土
曜
9
時
～
17
時

※
日
曜
・
祝
日
除
く

　

収
入
の
少
な
い
方
に
は
、契
約
弁
護
士
・

司
法
書
士
事
務
所
で
の
無
料
法
律
相
談
が

受
け
ら
れ
ま
す
。（
民
事
法
律
扶
助
制
度
）

日　

時
▼�

毎
週
月
曜
日

�
13
時
30
分
～
16
時
30
分

予
約
先
▼
法
テ
ラ
ス
山
口

�

（
☎
0
5
0

－
3
3
8
3

－

5
4
9
0
）

月
曜
～
金
曜
9
時
～
17
時　

※
祝
日
除
く

行
方
不
明
者
を
探
す
相
談
所
開
設

　

皆
さ
ん
の
ご
家
族
や
身
近
な
人
の
中
で
、

行
方
不
明
者
は
い
ま
せ
ん
か
。
行
方
不
明

者
の
安
否
を
気
遣
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
遠

慮
な
く
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相

談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

開
設
期
間
▼
8
月
3
日
㈮
～
5
日
㈰

　
　
　
　
　

9
時
～
16
時（
土
・
日
も
開
設
）

開
設
場
所
▼�

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

1
階
管
理
室

山
口
市
小
郡
下
郷
3
5
6
0

－

2

相
談
費
用
▼
無
料

問
合
せ
▼
山
口
県
警
察
本
部
鑑
識
課

�

（
☎
0
8
3

－

9
3
3

－

0
1
1
0

�

内
線
4
6
4
1
）

岩
国
地
区
消
防
組
合
職
員
募
集

採
用
予
定
人
員
▼
消
防
吏
員
10
名
程
度

受
験
資
格
▼

①�

昭
和
57
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
2
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
方

②�

採
用
後
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
構
成
市
町

内
（
岩
国
市
、
和
木
町
）
に
居
住
で
き
る
方

③�

身
体
強
健
で
運
動
能
力
に
優
れ
、
消
防

行
政
を
遂
行
す
る
う
え
で
必
要
な
基
準

を
満
た
し
て
い
る
方

受
付
期
間
▼
7
月
2
日
㈪
～
7
月
31
日
㈫

一
次
試
験
▼
9
月
16
日
㈰
9
時
～

場　

所
▼�

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

講
堂

試
験
種
目
▼�

一
般
教
養
（
高
等
学
校
卒
業

程
度
）、
適
性
検
査

二
次
試
験
▼�

面
接
、
身
体
検
査
、
論
文
、

体
力
テ
ス
ト
（
試
験
日
は
10

月
中
旬
を
予
定
）

採
用
予
定
日
▼
平
成
20
年
4
月
1
日

申
込
み
・
問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
総
務
課

�

（
☎
22

－

1
2
3
0
）

自
衛
官
等
募
集
説
明
会

日　

時
▼
7
月
14
日
㈯

�
第
1
回
10
時
～　

第
2
回
13
時
～

場　

所
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　

岩
国
地
域
事
務
所

　
　
　
　

岩
国
市
山
手
町
2
丁
目
1

－

8

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩

国
地
域
事
務
所�

（
☎
23

－

1
5
8
0
）

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
工
事
を
さ
れ
た
方
へ

　

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
22
年
3

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
が
居
住
さ
れ
て
い
る
住
宅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
て
、
工
事
費
の
合

計
金
額
が
30
万
円
以
上
で
あ
っ
た
場
合
、

翌
年
度
に
限
り
、
住
宅
に
か
か
る
固
定
資

産
税
が
1
／
3
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

改
修
工
事
を
さ
れ
た
方
は
、
税
務
課
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

①
65
歳
以
上
の
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
。

②�

要
介
護
認
定
若
し
く
は
要
支
援
認
定
を

受
け
て
お
ら
れ
る
方
が
居
住
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

③
障
害
者
が
居
住
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

問
合
せ
▼
税
務
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
2
）

消
防
設
備
士
試
験

試
験
種
目
▼
甲
種
、
乙
種

試
験
日
▼
9
月
2
日
㈰

試
験
場
所
▼
周
南
市
、
山
口
市
な
ど

受
験
資
格
▼
乙
は
誰
で
も
受
験
で
き
ま

す
。
甲
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
▼
7
月
9
日
㈪
～
7
月
20
日
㈮

受
験
手
続
▼
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防

出
張
所
に
備
え
付
け
の
受
験
願
書
に
必
要

書
類
等
を
添
付
し
て
、
岩
国
地
区
消
防
組

合
消
防
本
部
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

�

（
☎
22

－

1
3
2
0
）

募
集
・
試
験

そ

の

他

17



戦
没
者
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　

戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
第
8
回
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
▼

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

1
．
平
成
17
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

2
．
戦
没
者
等
の
子

3
．
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

4
．
上
記
1
か
ら
3
以
外
の
3
親
等
内
の

親
族
（
戦
没
者
と
1
年
以
上
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
方
の
み
）

支
給
内
容
▼�

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の

記
名
国
債

請
求
期
間
▼
平
成
20
年
3
月
31
日
ま
で

請
求
窓
口
・
問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
1
0
）

乳
幼
児
・
母
子
家
庭
医
療
助
成
制
度

更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
制
度
は
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方
の

医
療
費
の
個
人
負
担
分
を
公
費
（
県
・
町
）

で
負
担
す
る
制
度
で
、
各
人
の
申
請
に
よ

り
助
成
さ
れ
ま
す
。

◎
乳
幼
児

対
象
者
▼
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童

所
得
要
件
▼
父
母
の
市
町
村
民
税
所
得
割

課
税
額
の
合
算
額
が
1
3
6
，
7
0
0
円

以
下

◎
母
子
家
庭

対
象
者
▼
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
3
月
31
日
ま
で
（
高
等
学
校
卒
業
の
年

次
ま
で
の
年
）
の
者
と
そ
の
母

所
得
要
件
▼
市
町
村
民
税
所
得
割
非
課
税

世
帯

更
新
時
期
▼
8
月
1
日
㈬

7
月
9
日
㈪
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

※�

現
在
、
該
当
さ
れ
て
い
る
方
に
は
申
請

用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
が
、
手
続
き

を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
1
0
）

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

さ
れ
て
な
い
方
は
お
早
め
に
!!

　

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
さ
れ
て
な

い
方
は
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
6
月
以

降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
1
0
）

や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
を

活
用
し
た
森
林
整
備
に
つ
い
て

目　

的
▼

　

長
期
間
放
置
さ
れ
た
荒
廃
森
林
を
強
度

に
間
伐
し
、
針
葉
樹
・
広
葉
樹
が
入
り
混

じ
っ
た
混
交
林
に
転
換
し
、
森
林
の
も
つ

多
面
的
機
能
の
発
揮
を
図
り
ま
す
。

事
業
の
対
象
と
な
る
森
林
▼

○�

水
土
保
全
林
で
、
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
森
林

○�

普
通
林
、
私
有
林
、
36
年
生
以
上
の
人

工
林
、
ダ
ム
上
流
域
・
河
川
源
流
等
、

将
来
的
に
伐
採
収
入
が
期
待
で
き
な
い

森
林
、
20
年
以
上
放
置
さ
れ
る
な
ど
機

能
低
下
が
著
し
い
森
林
、�

0.1
h
a
以
上
。

事
業
の
内
容
▼

○�

本
数
率
で
40
％
以
上
の
間
伐（
強
度
間
伐
）

○�

間
伐
し
た
木
を
枝
払
い
及
び
玉
切
り

し
、
林
内
へ
集
積
整
理

助
成
措
置
▼

事
業
を
実
施
さ
れ
た
方
に
、必
要
経
費（
別

に
定
め
る
標
準
経
費
内
）を
補
助
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
5
）

最
低
賃
金
制
度
に
つ
い
て

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金
法
に

基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
、

使
用
者
は
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃

金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
制
度
で
す
。

山
口
県
最
低
賃
金
▼
6
4
6
円
／
1
時
間

産
業
別
最
低
賃
金
▼

①�

鉄
鋼
業
、
非
鉄
金
属
製
錬
・
精
製
業
、

非
鉄
金
属
・
同
合
金
圧
延
業
、
非
鉄
金

属
素
形
材
製
造
業
最
低
賃
金

　

7
6
4
円
／
1
時
間

②�

電
気
機
械
器
具
、情
報
通
信
機
械
器
具
、

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業
最
低
賃
金

　

7
0
1
円
／
1
時
間

③�
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金

7
4
4
円
／
1
時
間

④�

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
最
低
賃
金

　

6
9
7
円
／
1
時
間

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
山
口
労
働
局

賃
金
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
最
低
賃
金
制
度
の
概
要
等
に
つ

い
て
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/

）
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

厚
生
労
働
省
山
口
労
働
局
賃
金
室

�

（
☎
0
8
3

－

9
9
5

－

0
3
7
2
）

労
働
基
準
監
督
署�

（
☎
24

－

1
1
3
3
）

「
は
か
り
」の
定
期
検
査

　

商
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」

は
、
計
量
法
に
よ
っ
て
定
期
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
検

査
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
関
係

者
の
方
は
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
7
月
25
日
㈬
10
時
30
分
～
12
時

場　

所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象
の
は
か
り
▼

商
店
、
工
場
、
農
協
、
漁
協
、
病
院
、
診

療
所
、
薬
局
、
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、

宅
配
便
取
次
店
、
農
家
、
漁
家
、
そ
の
他

で
取
引
ま
た
は
、
証
明
に
使
用
す
る
「
は

か
り
」
な
お
、
2
年
前
の
定
期
検
査
の
あ

と
に
購
入
し
た
「
は
か
り
」
は
今
回
の
定

期
検
査
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
検

定
証
印
に
表
示
さ
れ
た
年
月
か
ら
3
年

（
1
5
0
kg
を
越
え
る
「
は
か
り
」
は
1

年
の
も
の
も
あ
る
）
を
経
過
し
て
い
な
い

も
の
に
限
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の
▼
清
掃
し
た
「
は
か
り
」、

手
数
料

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）

山
口
県
計
量
検
定
所

�

（
☎
0
8
3
9

－

85

－

1
7
1
0
）

1�



　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議

会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

松
本
冨
久
江
さ
ん　
（
和
木
地
区
）

柳
川　

弘
明
さ
ん　
（
和
木
地
区
）

元
長　

精
次
さ
ん　
（
和
木
地
区
）

●
見
舞
返
し

松
本　
　

崇
さ
ん　
（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

藤
本　

高
士
さ
ん　
（
和
木
地
区
）

大
友　
　

勝
さ
ん　
（
和
木
地
区
︶

新
日
本
石
油
精
製
株
式
会
社

　

麻
里
布
製
油
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
様

日　

時
▼�

7
月
11
日
㈬

�

13
時
30
分
～

場　

所
▼
文
化
会
館

内　

容
▼�

社
会
福
祉
活
動
に
対
す

る
功
労
者
へ
の
表
彰

「
い
の
ち
の
電
話
と
題
し
て
の
講
演
」

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
☎
52

－

8
6
4
4
）

寄
付
・
寄
贈

第
₁₈
回
和
木
町
社
会
福
祉
大
会

　

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅

の
入
居
申
込
み
を
停
止
し
て
お
り

ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5

�

内
線
4
1
2
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

【
相　

談
】

　

学
力
診
断
を
行
う
と
訪
れ
た
事

業
者
か
ら
「
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

は
電
話
や
F
A
X
で
指
導
す
る
」

と
勧
め
ら
れ
、
3
年
間
の
学
習
用

教
材
を
契
約
し
た
。
2
週
間
後
に

教
材
が
届
い
た
が
、
あ
ま
り
に
大

量
で
高
額
な
た
め
、解
約
し
た
い
。

【
処　

理
】

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過

ぎ
て
い
る
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
は
で
き
な
い
が
、
教
材
に
は

手
を
つ
け
ず
、
事
業
者
に
中
途
解

約
を
申
し
出
る
よ
う
に
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

契
約
期
間
が
2
ヶ
月
を
越
え
、

金
額
が
5
万
円
を
越
え
る
家
庭
教

師
や
指
導
付
学
習
教
材
の
契
約

は
、
特
定
商
取
引
法
に
よ
り
、
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
中
途
解
約
が

で
き
ま
す
。

　

教
材
に
つ
い
て
も
、
学
習
指
導

に
必
要
と
い
う
説
明
を
受
け
て
購

入
し
て
い
れ
ば
「
関
連
商
品
」
と

み
な
さ
れ
、
未
使
用
分
に
つ
い
て

は
、
解
約
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
相
談
事
例
の
よ
う
に

教
材
が
届
く
の
が
8
日
以
降
に
な

っ
た
り
、
子
供
に
あ
わ
な
い
と
わ

か
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
、
長
期
間
に
わ
た
る
高
額
で
大

量
な
教
材
の
契
約
は
避
け
た
方
が

よ
い
で
し
ょ
う
。
契
約
を
す
る
場

合
は
、契
約
書
面
に
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
や
中
途
解
約
の
記
載
が
あ
る

か
、
役
務
部
分
の
説
明
や
教
材
の

価
格
設
定
が
妥
当
で
あ
る
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
合
せ

企
画
総
務
課（
☎
52

－

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎（
☎
52

－

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3

－

9
2
4

－

2
4
2
1
）

消費者生活相談
だよりVol.33
学習用教材の
　　　契約トラブル

和

木

短

歌

教

室

新
緑
の
輝
く
木
下
に
深
呼
吸

　

お
も
む
ろ
に
し
て
枯
れ
葉
拾
い
ぬ 

嘉
屋　

笑
子

生
か
さ
れ
て
米
寿
の
祝
い
お
も
は
ゆ
き

　

友
ら
集
い
て
ホ
ー
ル
に
ぎ
わ
う 

正
中
ツ
ヤ
子

手
を
つ
き
て
転
び
し
こ
と
の
お
も
わ
ゆ
く

　

廻
り
見
な
が
ら
か
ば
い
つ
つ
立
つ 

箭
野　

賀
代

基
地
の
空
歓
声
あ
が
る
子
供
の
日

　

飛
び
交
う
六
機
ハ
ー
ト
を
描
く 

森
本　

初
子

山
か
げ
に
し
ゃ
が
の
花
群
色
淡
し

　

花
に
籠
れ
る
亡
き
母
の
声 

藤
上　

紀
子

和
木
俳
句
教
室
句
会

︵
６
月
16
日
句
会
︶

母
の
忌
の
白
き
芍
薬
ひ
ら
き
け
り 

陣
場　

孝
子

雪
舟
の
若
き
胸
像
花
楓 

浜
田
千
代
美

青
竹
の
器
に
盛
り
て
夏
料
理 

越
智　

幸
子

青
竹
に
も
つ
れ
て
の
ぼ
る
恋
蛍 

浦　
　

盈
子

葭
の
葉
に
雨
の
し
づ
く
や
牛
蛙 

小
川　

誉
子

19
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境

地球温暖化とは?Part4
■地球温暖化の原因は人為的なもの

　それは、18世紀末の産業革命後、資源・エネルギーの多大な消費に依存する経済活動が進んで、さまざま

な人為的な温室効果ガスが大気中に排出されるようになったことに大きな原因があります。

　つまり、人為的な排出が増えて排出と吸収のバランスが崩れたために、温室効果ガスの大気中濃度が急速

に上昇するようになったのです。

　さまざまな人為的な温室効果ガスの中でも、発生量が最も著しく増えている気体が、二酸化炭素です。そ

の二酸化炭素発生量の約9割は、石油や石炭などの化石燃料を、大量に燃焼させていることに起因しています。

なぜなら石油や石炭などの化石燃料の主成分は、炭素（C）。資源・エネルギーとして大量の炭素（C）が燃

やされることで、酸素（O）と結合し、大量の二酸化炭素（CO2）となって大気中へ排出されるからです。

　この二酸化炭素の排出量は膨大であることから、さまざまな温室効果ガスの中でも地球温暖化への寄与度

が最も高く、地球温暖化を防止する上で、二酸化炭素排出量を削減していくことはとても重要だといえます。

しかも日本の場合、二酸化炭素の排出量の割合は2000年度で92.9%と非常に高いことから、二酸化炭素排出

量の削減が特に重要な課題となっています。

　このように地球温暖化を防止するには、現代の社会経済活動のシステムを見直すと同時に、私たち1人ひと

りも暮らしのあり方を見直して、人為的な温室効果ガスである二酸化炭素排出量を削減していく必要があり

ます。

（資料　山口県地球温暖化防止活動推進センター http://www.yobou.or.jp/yccca/relate.htm#2）

ポイント

ごみは、家庭で燃やしてはいけません!
　家庭で出るごみのほとんどは、町が収集しています。各地区にゴミステーションを設置しています

ので、管理している自治会の指示に従い出すようにしましょう。

　たとえ、焼却炉があってもダイオキシン類の発生が懸念されるものは使うことができません。プラ

スチック類などは、ダイオキシン類を発生させる原因とされており、家庭で使用することは禁止され

ています。また、焼却炉を利用しなくてもごみを家庭で焼却することは禁止されています。

　なお、家庭の風呂を利用するため、農業で出た草などの焼却、とんどなどの伝統的行事等に限り例

外的に許されているものもありますが、一般的には、ごみの焼却はできません。

問合せ ▼住民サービス課（☎52－2135内線205）
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和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成19年6月1日現在

総人口　6,615人
 （±0）
世帯数　2,703世帯
 （＋6）
和木町の面積　10.56

（＋8） （－8）
 3,291人　男 女　3,324人

今 月 の 納 税
固定資産税����������������������������������������������２期分
町県民税��������������������������������������������������１期分
国民健康保険料��������������������������������������１期分
介護保険料����������������������������������������������１期分
住宅使用料����������������������������������������������７月分
上下水道使用料���������������������２期（５・６月）分
※納期内に納めましょう！

問合せ▶税務課（☎52−2135内線203）

試験職種

事務職　若干名

技術職（建築）　1名程度

社会福祉士　1名程度

保育士（幼稚園教諭）　若干名

受験資格

事務職 ▼昭和54年4月2日以降に生まれた方で、高

等学校以上の学校を卒業した方、または来年3月卒

業見込みの方。和木町内に居住している方、また

は居住予定の方。

技術職（建築） ▼昭和47年4月2日以降に生まれた

方で、1級建築士または2級建築士資格を取得して

いる方。

社会福祉士 ▼昭和47年4月2日以降に生まれた方で、

社会福祉士資格を取得している方。普通自動車免

許を取得している方。

保育士（幼稚園教諭） ▼昭和54年4月2日以降に生

まれた方で、保育士資格及び幼稚園教諭二種以上

の免許を取得している方または来年3月までに取得

見込みの方

第1次試験日 ▼9月16日㈰

受付期間 ▼7月2日㈪～ 8月10日㈮

採用予定日 ▼平成20年4月1日

お問合せ ▼企画総務課（☎52-2135内線306）

※募集要項を、企画総務課（役場2階）で用意して

います。また、募集要項は、町ホームページにも

掲載しています。（http://www.town-waki.jp/）

町職員採用試験の実施について

　マリファナの原料となる大麻や麻薬の原料となるケシ
は、法律で栽培や所持が禁止されています。しかし、大
麻やケシは自生するため、川土手や道などに生えていた
り、不正とは知らずに持ち帰り育てている人がいます。
さらに、近年は、インターネットの普及に伴い、個人輸
入で不正大麻・ケシの種を誤って入手し栽培してしまう
例が急増しています。
　大麻や植えてはいけないケシを発見したとき、見分け
方が分からないときは、最寄りの健康福祉センターまた
は警察署にご連絡ください。
問合せ ▼岩国健康福祉センター（☎29-1512）
　　　　岩国警察署（☎24-0110）

不正大麻、植えてはいけない
「けし」が栽培されていませんか？
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